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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオ画像とＧＵＩ画像とを、前記ＧＵＩ画像に対して設定されるキーカラーに基づい
たクロマキ合成処理によって合成して表示させる画像処理装置であって、
　前記ＧＵＩ画像の中に存在するオブジェクトの属性を識別する識別手段と、
　前記オブジェクトの属性に基づいて、前記オブジェクトが前記識別手段の管理外の色で
構成されているか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記オブジェクトが前記識別手段の管理外の色で構成されている
と判定された場合に、表示領域内の前記オブジェクトを含まない領域にマスク領域を設定
する設定手段と、
　前記マスク領域に対して、前記クロマキ合成処理を施す合成手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　ビデオ画像とＧＵＩ画像とを、前記ＧＵＩ画像に対して設定されるキーカラーに基づい
たクロマキ合成処理によって合成して表示させる画像処理装置であって、
　前記ＧＵＩ画像の中に存在するオブジェクトの属性を識別する識別手段と、
　前記オブジェクトの属性に基づいて、前記オブジェクトが前記識別手段の管理外の色で
構成されているか否かを判定する判定手段と、
　前記判定手段により、前記オブジェクトが前記識別手段の管理外の色で構成されている
と判定された場合に、表示領域内の前記オブジェクトを含む領域に矩形領域を設定する設
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定手段と、
　前記矩形領域以外の領域に対して、前記クロマキ合成処理を施す合成手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　前記ビデオ画像は、複数の画像ソースから入力された画像データに基づいて、表示画面
上にマルチ画面として表示され、
　前記ＧＵＩ画像は、前記表示画面上の最上位の画面として表示されることを特徴とする
請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記設定手段は、前記マスク領域の数が所定の数を超えないように、前記マスク領域を
設定することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　ビデオ画像とＧＵＩ画像とを、前記ＧＵＩ画像に対して設定されるキーカラーに基づい
たクロマキ合成処理によって合成して表示させる画像処理方法であって、
　前記ＧＵＩ画像の中に存在するオブジェクトの属性を識別する識別ステップと、
　前記オブジェクトの属性に基づいて、前記オブジェクトが前記識別ステップを実行する
識別手段の管理外の色で構成されているか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより、前記オブジェクトが前記識別手段の管理外の色で構成されて
いると判定された場合に、表示領域内の前記オブジェクトを含まない領域にマスク領域を
設定する設定ステップと、
　前記マスク領域に対して、前記クロマキ合成処理を施す合成ステップと
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項６】
　ビデオ画像とＧＵＩ画像とを、前記ＧＵＩ画像に対して設定されるキーカラーに基づい
たクロマキ合成処理によって合成して表示させる画像処理方法であって、
　前記ＧＵＩ画像の中に存在するオブジェクトの属性を識別する識別ステップと、
　前記オブジェクトの属性に基づいて、前記オブジェクトが前記識別ステップを実行する
識別手段の管理外の色で構成されているか否かを判定する判定ステップと、
　前記判定ステップにより、前記オブジェクトが前記識別手段の管理外の色で構成されて
いると判定された場合に、表示領域内の前記オブジェクトを含む領域に矩形領域を設定す
る設定ステップと、
　前記矩形領域以外の領域に対して、前記クロマキ合成処理を施す合成ステップと
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、例えば、マルチ画面とＧＵＩ画面を合成して統合表示する装置やシステムに
用いられる、画像処理装置及び画像処理方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年では、例えば、ＤＴＶ（ディジタルテレビジョン装置）、ＤＶＤ（ディジタルビデオ
ディスク装置）、或いはＰＣ（パーソナルコンピュータ）等での画像データ（映像メディ
ア）を、液晶プロジェクタやプラズマディスプレイ等の大型の表示装置（表示デバイス）
にて、マルチ画面表示させることが多く行われてきている。
これを受けて将来的な家庭では、大型の表示デバイスをマルチメディアの中心デバイスと
位置づけ、様々な映像メディアを表示デバイスに統合表示した形での用途が望まれている
。
【０００３】
上述のような背景から、ＤＴＶをターゲットにしたアプリケーションを実現する画像表示
システムでは、一度に複数の画像データ（ビデオ画像）を同時に表示させるだけではなく
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、データ放送、ＷＷＷブラウザ、Ｅ－ｍａｉｌ、ＥＰＧ（電子プログラムガイド）、１３
９４周辺機器のユーザ支援画面等の所謂ＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ Ｕｓｅｒ ｌｎｔｅ
ｒｆａｃｅ）画面等を、上述したマルチ画面と合成し統合表示する機能も必要となってい
る。
【０００４】
上記機能を実現させるためには、マルチ入力されるビデオ画像やＧＵＩ画像を展開するた
めのメモリが必要となるが、このメモリ構成は、ビデオ画像プレーンと、ＧＵＩ画像プレ
ーンと、ＧＵＩ画像及びビデオ画像の合成を制御するためのアルファプレーンとで構成す
る方式が取られている。
そして、上記アルファプレーンに書き込まれたアルファ値により、ビデオ画像の画面（ビ
デオ画面）選択、ＧＵＩ画像の画面（ＧＵＩ画面）選択、ビデオ画面及びＧＵＩ画面のア
ルファブレンディンク等の合成が、ビット単位で操作可能となっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述したような従来の画像表示システムにおいて、マルチ入力されるビデ
オ画像やＧＵＩ画像を展開するためのメモリの構成を、ＧＵＩ画像とビデオ画像の合成を
制御するためのアルファプレーンを専用に構成した場合、通常、アルファプレーンは、１
画素当たり８ビット用意され、さらに、表示解像度分のメモリ容量が必要となる。
【０００６】
したがって、例えば、ＤＴＶ分野ではＨＤＴＶ対応が必要となるが、将来的に１０８０Ｐ
のような高解像度のプログレッシブディスプレイが使用されるようになった場合は、１９
２０×１０８０×８＝２ＭＢものメモリ容量が必要となる。これは、単純にメモリ容量が
増加することだけではなく、ＧＵＩ画像プレーンへアルファ値を展開するＣＰＵ、或いは
グラフィックスアクセラレータの負荷を増大させる要因ともなり得ることを示唆している
。
【０００７】
そこで、上述のような問題を解決するために、アルファプレーンをなくし、ＧＵＩ画像デ
ータに特定のキーカラーを挿入することで、マルチ入力されるビデオ画像とＧＵＩ画像の
合成を実現するクロマキ合成方式がある。
【０００８】
しかしながら、クロマキ合成方式では、ＣＰＵが、キーカラーに当たらないようにＧＵＩ
画面の色を管理できることが前提であり、ＣＰＵの管理外のデータ（ＢＳディジタルのデ
ータ放送から抽出した静止画データや、インターネットのイメージデータ、或いはディジ
タルカメラにて得られた自然画像データ等）がＧＵＩ画面に展開された場合、キーカラー
にヒットする確率が上がることで、意図した合成結果が得られない可能性があった。
【０００９】
　そこで、本発明は、上記の欠点を除去するために成されたもので、マルチ画面とＧＵＩ
画面の合成を、メモリを有効に使用しながら精度良く行える、画像処理装置及び画像処理
方法を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明の画像処理装置は、ビデオ画像とＧＵＩ画像とを、前記ＧＵＩ画像に対して設定
されるキーカラーに基づいたクロマキ合成処理によって合成して表示させる画像処理装置
であって、前記ＧＵＩ画像の中に存在するオブジェクトの属性を識別する識別手段と、前
記オブジェクトの属性に基づいて、前記オブジェクトが前記識別手段の管理外の色で構成
されているか否かを判定する判定手段と、前記判定手段により、前記オブジェクトが前記
識別手段の管理外の色で構成されていると判定された場合に、表示領域内の前記オブジェ
クトを含まない領域にマスク領域を設定する設定手段と、前記マスク領域に対して、前記
クロマキ合成処理を施す合成手段とを備えることを特徴とする。
【００１１】
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　また、本発明の画像処理装置は、ビデオ画像とＧＵＩ画像とを、前記ＧＵＩ画像に対し
て設定されるキーカラーに基づいたクロマキ合成処理によって合成して表示させる画像処
理装置であって、前記ＧＵＩ画像の中に存在するオブジェクトの属性を識別する識別手段
と、前記オブジェクトの属性に基づいて、前記オブジェクトが前記識別手段の管理外の色
で構成されているか否かを判定する判定手段と、前記判定手段により、前記オブジェクト
が前記識別手段の管理外の色で構成されていると判定された場合に、表示領域内の前記オ
ブジェクトを含む領域に矩形領域を設定する設定手段と、前記矩形領域以外の領域に対し
て、前記クロマキ合成処理を施す合成手段とを備えることを特徴とする。
【００１２】
　本発明の画像処理方法は、ビデオ画像とＧＵＩ画像とを、前記ＧＵＩ画像に対して設定
されるキーカラーに基づいたクロマキ合成処理によって合成して表示させる画像処理方法
であって、前記ＧＵＩ画像の中に存在するオブジェクトの属性を識別する識別ステップと
、前記オブジェクトの属性に基づいて、前記オブジェクトが前記識別ステップを実行する
識別手段の管理外の色で構成されているか否かを判定する判定ステップと、前記判定ステ
ップにより、前記オブジェクトが前記識別手段の管理外の色で構成されていると判定され
た場合に、表示領域内の前記オブジェクトを含まない領域にマスク領域を設定する設定ス
テップと、前記マスク領域に対して、前記クロマキ合成処理を施す合成ステップとを有す
ることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の画像処理方法は、ビデオ画像とＧＵＩ画像とを、前記ＧＵＩ画像に対し
て設定されるキーカラーに基づいたクロマキ合成処理によって合成して表示させる画像処
理方法であって、前記ＧＵＩ画像の中に存在するオブジェクトの属性を識別する識別ステ
ップと、前記オブジェクトの属性に基づいて、前記オブジェクトが前記識別ステップを実
行する識別手段の管理外の色で構成されているか否かを判定する判定ステップと、前記判
定ステップにより、前記オブジェクトが前記識別手段の管理外の色で構成されていると判
定された場合に、表示領域内の前記オブジェクトを含む領域に矩形領域を設定する設定ス
テップと、前記矩形領域以外の領域に対して、前記クロマキ合成処理を施す合成ステップ
とを有することを特徴とする。
【００３２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を用いて説明する。
【００３３】
（第１の実施の形態）
本発明は、例えば、図１に示すような画像表示システム１００に適用される。
この画像表示システム１００は、クロマキ合成方式によって、マルチ入力されるビデオ画
像ソースやＧＵＩ画像を合成し統合表示する機能を有するシステムである。
特に、画像表示システム１００は、グラフィックスアクセラレータを制御するＣＰＵの管
理外の色を有する画像を、表示用のメモリへ展開する際、その管理外の色を有する画像の
データ種別及び属性を識別する手段を備え、当該手段によって識別された画像が、クロマ
キ合成処理時にキーカラーにヒットする確率が高いと判断された場合は、上記画像領域の
クロマキ合成処理をマスクすることにより、メモリ容量を低減させ、且つ、クロマキ合成
処理の精度を向上させることを可能にしたものである。
【００３４】
＜画像表示システム１００の構成＞
本実施の形態では、画像表示システム１００は、２つの独立した画像ソースを１つの表示
モニタに表示するものとするが、表示モニタにて表示する画像ソースの数は２つに限られ
ることはなく、２つよりさらに多い数でも、或いは少ない数でもよい。
【００３５】
上記図１において、まず、ＤＴＶ受信フロントエンド部（以下、「画像ソース」とも言う
）１ａは、チューナ部２、復調部３、多重化分離部４、オーディオ復号部５、画像復号部
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６、及びデータ復号部７を含んでいる。
【００３６】
チューナ部２は、放送信号（ディジタルテレビジョン信号）を、地上波や衛星波等から受
信し、その受信信号を、帯域フィルタやダウンコンバータ等を通過させた後、復調部３へ
供給する。
【００３７】
復調部３は、チューナ部２からの信号に対して、伝送形態に合致した復調処理を施すと共
に、誤り訂正処理等をも施し、その処理後の信号を、所望のＭＰＥＧ２トランスポートス
トリームとして多重化分離部４へ供給する。
【００３８】
多重化分離部４は、復調部３からのトランスポートストリームを、所望のプログラムのＭ
ＰＥＧ２のビデオデータ、ＭＰＥＧ２のオーディオデータ、及び付加情報に分離する。
【００３９】
オーディオ復号部５は、多重化分離部４にて得られたＭＰＥＧ２のオーディオデータを復
号して、オーディオ信号として出力する。したがって、オーディオ復号部５の出力へアン
プやスピーカを接続すれば、チューナ部２で受信された放送信号（番組）の音声を聞くこ
とができる。
【００４０】
画像復号部６は、多重化分離部４にて得られたＭＰＥＧ２のビデオデータを復号して、ラ
スタースキャン形式の表示フォーマットのデータに変換した後、それを放送画像データと
して、動画入力部８ａへ供給する。
【００４１】
データ復号部７は、多重化分離部４にて得られた付加情報を復号して、マルチ画面制御部
１０へ供給する。
【００４２】
尚、ここでの「復号」とは、例えば、チューナ部２にてＢＳディジタル放送が受信された
場合、ＭＨＥＧ－５やＨＴＭＬ、或いはＸＭＬ等のシナリオ記述言語で記述されたオブジ
ェクトから、マルチメディア情報サービス提供者のシナリオを得ることを意味する。この
シナリオは、構造化されたコンテンツの属性（大きさや位置、画像の種別、符号化方式）
からなり、マルチ画面制御部１０が、当該シナリオを解釈し、グラフィックアクセラレー
タ２１や画像復号化部６と連動して、データ放送画面を構成する。また、例えば、チュー
ナ部２にてＣＳデジタル放送が受信された場合、主に番組情報を得ることを意味する。こ
の番組情報は、マルチ画面制御部１０により解釈され、グラフィックアクセラレータ２１
への描画命令により、ＥＰＧ（電子プログラムガイド）等のＧＵＩ画面へと構成される。
【００４３】
ＤＶＤドライブ装置（以下、「画像ソース」とも言う）１ｂは、アナログコンポジット信
号又はディジタル信号を、ＹＵＶラスタ形式の形の画像データとして、動画入力部８ｂへ
供給する。
【００４４】
動画入力部８ａは、ＤＴＶ受信フロントエンド部１ａの画像復号部６からの画像データを
受け取り、動画入力部８ｂは、ＤＶＤドライブ装置１ｂからの画像データを受け取る。
【００４５】
これらの動画入力部８ａ及び動画入力部８ｂはそれぞれ同様の構成としているが、それぞ
れ独立したタイミングで、対応する画像ソースから画像データを受け取る。
このとき、動画入力部８ａ及び動画入力部８ｂはそれぞれ、対応する画像ソースから、画
像データと、画像データを受け取るための制御信号（例えば、１ラインの同期を取る水平
同期信号、１フレーム又は１フィールドの同期を取る垂直同期信号、１画素をサンプルす
るクロック信号、有効画像データの転送期間を示すディスプレイイネーブル信号等）も場
合によっては同時に受け取る。
【００４６】
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また、動画入力部８ａ及び動画入力部８ｂはそれぞれ、例えば、受け取った画像データが
コンピュータのアナログ信号である場合、そのアナログ信号を、ディジタル化するＡ／Ｄ
コンバータや、画像データをサンプリングするためのＰＬＬ（Ｐｈａｓｅ Ｌｏｃｋｅｄ 
Ｌｏｏｐ）回路によって処理する。或いは、ＬＶＤＳ（Ｌｏｗ Ｖｏｌｔａｇｅ Ｄｉｆｆ
ｅｒｅｎｔｉａｌ Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）等のディジタル信号である場合、そのディジタ
ル信号を、復号器や差動バッファによって処理する。或いは、テレビジョンやＤＶＤのコ
ンポジット信号である場合、そのコンポジット信号を、コンポジット信号をＹＵＶからＲ
ＧＢ信号に変換する色変換回路や、走査方式をインタレースからプログレッシブに変換す
るＩ－Ｐ変換回路等によって処理する。
【００４７】
解像度変換部９ａは、マルチ画面制御部１０からの制御に従って、動画入力部８ａで受け
取られた画像データの表示フォーマット（表示ライン数やドット数、色数）を変換する。
また、解像度変換部９ｂも同様に、マルチ画面制御部１０からの制御に従って、動画入力
部８ｂで受け取られた画像データの表示フォーマットを変換する。
【００４８】
さらに、解像度変換部９ａ及び解像度変換部９ｂはそれぞれ、解像度変換部９ａ及び解像
度変換部９ｂでの独立した２つの画像データを、１つの共通したグラフィックバス２２に
対して出力するためのバスインタフェースの機能を有している。
【００４９】
したがって、解像度変換部９ａ及び解像度変換部９ｂのそれぞれから出力される画像デー
タは、グラフィックバス２２を経由して、メモリ制御部１３の制御のもとで、メモリ１４
へ格納される。
このメモリ１４は、少なくとも表示画像１面分の容量を有する。本実施の形態では、グラ
フィックアクセラレータ２１から出力されるデータ用をも含めて、少なくとも表示画像３
画面分の容量を有するものとしている。
【００５０】
出力合成部１８は、マルチ画面制御部１０からのマルチウィンドウ管理指示に基づき、表
示すべき画像データがストアされているメモリアドレスを、メモリ制御部１３に対して発
行することにより、メモリ部１４から表示画像データを読み出し、最終的なマルチ画面合
成を実現する。
【００５１】
出力変換部１５は、出力合成部１８にて選られたマルチ画面を表示デバイス１６で表示す
るために、表示デバイス１６のフレームレートに同期して、表示デバイス１６の特性に応
じた表示駆動の制御や、表示フォーマット変換処理を行う。
【００５２】
表示デバイス１６は、出力変換部１５からのマルチ画面を表示する。
この表示デバイス１６としては、マトリクス電極構造を持つフラットパネル（液晶、プラ
ズマ等）であっても、ＣＲＴであっても、画像を表示するデバイスであれば限定されるこ
とはない。本実施の形態では、テレビジョン装置であればハイビジョンの表示装置、ＰＣ
であればＳＸＧＡ以上の高精細画像を表示できる大画面ディスプレイをターゲットにして
いる。
【００５３】
バス調停部１２は、グラフィックスバス２２に対する非同期で起こるメモリ部１４ヘのア
クセスを、優先順位に基づきスケーラブルに管理する。
【００５４】
マルチ画面制御部１０は、本システム１００全体の動作制御を司るものであり、演算能力
を持つＣＰＵ（図示せず）、データを一時格納するＲＡＭ１１、制御プログラム等を格納
するＲＯＭ１７、時間を計測するカウンタ、及び周辺入出カインタフェース等を有してい
る。
【００５５】
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尚、マルチ画面制御部１０は、論理ロジックのみで構成されていても、ＣＰＵや並列演算
が可能なメディアプロセッサであってもよい。また、マルチ画面制御部１０での制御のた
めのプログラムは、ＲＯＭ１７へ内蔵されていてもよいし、周辺入出カインタフェースを
介して外部から転送されるものとしてもよい。
【００５６】
ＲＯＭ１７には、必要に応じて文字フォント等の情報も格納されており、この情報は、Ｗ
ＷＷやデータ放送の文字情報を画面に展開するときに使用される。
【００５７】
マルチ画面制御部１０には、リモコン制御部１９が接続されている。したがって、マルチ
画面制御部１０は、リモコン制御部１９に接続されたリモコン（リモートコントローラ）
２３からのコマンド（赤外線を用いたコマンド）を、リモコン制御部１９を介して受け付
けることができる。
【００５８】
グラフィックアクセラレータ２１は、マルチ画面制御部１０が、表示デバイス１６の画面
（ディスプレイ）上にＯＳＤ（Ｏｎ Ｓｃｒｅｅｎ Ｄｉｓｐｌａｙ）画面＜ＧＵＩ画面＞
や、ＥＰＧ（電子プログラムガイド）画面、データ放送画面等のＣＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃ
ａｌ Ｕｓｅｒ ｌｎｔｅｒｆａｃｅ）画面を構成する際に、描画命令や、ＢｉｔＢ１ｔや
ＤＭＡ等のアクセラレーション機能を用いるときに動作する。
【００５９】
モデム部２４は、インターネットとの接続の際に動作し、ＩＥＥＥ１３９４制御部２５は
、ＩＥＥＥ１３９４バスとの接続の際に動作し、ＰＣＭＣＩＡ２６は、ディジタルカメラ
等により得られた画像データをＣＯＭＰＡＣＴ ＦＬＡＳＨ等を通じて取り込む際に動作
する。
これらの周辺デバイスは、ＣＰＵバス２７を介してマルチ画面制御部１０に接続されてい
る。
【００６０】
＜画像表示システム１００の動作＞
画像表示システム１００は、例えば、図２に示すフローチャートに従って動作する。この
動作は、マルチ画面制御部１０の動作制御によって実施される。
【００６１】
ステップＳ１０１、ステップＳ１０２：
マルチ画面制御部１０は、本システム１００の電源オンを検知すると（ステップＳ１０１
）、表示の初期化処理を行う（ステップＳ１０２）。
ステップＳ１０２での表示の初期化処理は、例えば、図３のフローチャートにより示され
る。
【００６２】
すなわち、上記図３に示すように、先ず、マルチ画面制御部１０は、接続入力検知を行う
（ステップＳ２０１）。これは、本システム１００に対して、いくつの画像ソースが接続
されているかを識別する処理である。
【００６３】
具体的には、動画入力部８ａ及び８ｂは、対応する画像ソースからの接続識別信号を常に
監視している。この接続識別信号は、画像ソース１ａ及び１ｂから出力される論理的な“
１”又は“０”の２値信号である。
例えば、接続ケーブルが抜かれたり、画像ソースの電源が切れた場合、動画入力部８ａ及
び８ｂでは抵抗終端しているため上記接続識別信号の論理は“０”となり、当該画像ソー
スから画像データが入力されないことを認識できる。
【００６４】
したがって、マルチ画面制御部１０は、一定期間毎に制御線Ｓ１－ａ及びｂを介して動画
入力部８ａ及び８ｂから送られてくる監視情報により、画像ソース１ａ及び１ｂから出力
される接続認識信号を検知し、接続認識信号が“１”である場合には、接続されていると
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見なし、次のステップＳ２０２の動画入力パラメータの設定処理へと進む。一方、接続認
識信号が“０”である場合には、“１”の接続認識信号の入力が検知されるまで当該信号
の監視を継続する。
【００６５】
上述のようなステップＳ２０１の処理後、マルチ画面制御部１０は、制御線Ｓ１－ａ及び
ｂを介して動画入力部８ａ及び８ｂから送られてくる情報により、接続検知した画像ソー
スからの画像データ（動画）入力のためのパラメータ（表示ドット数、表示ライン数の情
報、水平垂直タイミング等）を検知し、そのパラメータを、制御線Ｓ１－ａ及びｂを介し
て、動画入力部８ａ及び８ｂへ設定する（ステップＳ２０２）。
【００６６】
尚、上記パラメータは、動画入力部８ａ及び８ｂが、１ラインの同期を取る水平同期信号
、１フレーム又は１フィールドの同期を取る垂直同期信号、１画素をサンプルするクロッ
ク信号等を用いて、クロック数や水平同期信号数を直接カウントすることによって知るこ
とも可能である。
【００６７】
次に、マルチ画面制御部１０は、接続検知した１つ以上の画像ソースからの画像データを
表示デバイス１６で表示する際の表示レイアウトを決定する（ステップＳ２０３）。
尚、デフォルトの表示レイアウトとしては、予めＲＯＭ１７にプリセットされたレイアウ
トが使用される。
【００６８】
次に、マルチ画面制御部１０は、ステップＳ２０３にて決定した表示レイアウトにおいて
、画像の重なりがあるか否かを判別する（ステップＳ２０４）。
この判別の結果、画像の重なりがある場合には、ステップＳ２０５を介してステップＳ２
０６へと進み、画像の重なりがない場合には、そのままステップＳ２０６へと進む。
【００６９】
ステップＳ２０４の判別の結果、画像の重なりがある場合、マルチ画面制御部１０は、そ
の重なりのレイヤ優先度（最上位の画像ほど優先度が高い）を決定し、その情報をＲＡＭ
１１へ書き込む（ステップＳ２０５）。
【００７０】
ステップＳ２０６では、マルチ画面制御部１０は、各画像の表示デバイス１６上の表示開
始位置、表示終了位置、水平垂直の拡大率或いは縮小倍率を決定し、それらの決定した情
報を解像度変換パラメータとして、ＲＡＭ１１へ書き込む。また、マルチ画面制御部１０
は、上記解像度変換パラメータを、制御線Ｓ２－ａ及びｂを介して、解像度変換部９ａ及
び９ｂへ設定する。
【００７１】
次に、マルチ画面制御部１０は、解像度変換部９ａ及び９ｂの出力をメモリ部４へ書き込
む際に必要な書き込み用のメモリアドレスを設定する（ステップＳ２０７）。このメモリ
アドレスは、書き込みアドレス生成処理でのメモリアドレスのオフセット値として使用さ
れる。
【００７２】
例えば、本実施の形態では、図４に示すように、メモリ部１４は、動画用２画面分の領域
１４ａ及び１４ｂと、ＧＵＩ画面用１画面の領域１４ｃとの計３画面分の領域で構成され
ている。したがって、メモリ部１４へにデータ書き込み時点ではオンスクリーン状態の形
式ではない。
この場合、マルチ画面制御部１０は、領域１４ａ～１４ｃのそれぞれの開始アドレス０～
２を、制御線Ｓ２－ａ及びｂを介して、解像度変換部９ａ及び９ｂへ設定すると共に、グ
ラフィックアクセラレータ２１へも設定する。
【００７３】
次に、マルチ画面制御部１０は、表示デバイス１６でのマルチウィンドウ表示時の背景色
（パターン）を設定する（ステップＳ２０８）。
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具体的には、出力合成部１８は、詳細は後述するが、図５に示すような構成としており、
マルチ画面制御部１０は、上記背景色（パターン）を、出力合成部１８の背景レジスタ３
７へ設定する。
【００７４】
次に、マルチ画面制御部１０は、マルチ画面制御用ＧＵＩ画面の表示設定を行う（ステッ
プＳ２０９）。
【００７５】
具体的には、まず、ＧＵＩ画面は、マルチ画面制御用画面だけではなく、Ｗｅｂ画面やＥ
ＰＧ画面としても用いられる。
マルチ画面制御部１０は、ＧＵＩ画面を描画するための命令をグラフィックアクセラレー
タ２１に対して発行したり、グラフィックアクセラレータ２１のＤＭＡ機能を用いてビッ
トマップ形式に展開した文字やその他のデータをメモリ部１４に書き込むことで、ＧＵＩ
画面作成を行う。また、マルチ画面制御部１０は、ＧＵＩ画面のマルチ画面上での表示レ
イアウトも決定する。このときの優先度は最上位である。
【００７６】
そして、マルチ画面制御部１０は、出力合成部１８を動作させるための各種設定を行う（
ステップＳ２１０）。
【００７７】
ここで、ステップＳ２１０での設定に従って動作する出力合成部１８の概要について、上
記図５を用いて説明する。
【００７８】
合成制御部３０は、表示デバイス１６の同期信号（Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃ）を基準とし
て動作する表示の水平画素数カウンタ及び垂直ライン数カウンタのカウンタ値と、後述す
るパラメータとの比較条件によって、各種制御信号を生成する処理部である。
【００７９】
合成制御部３０は、マルチ画面制御部１０からの信号Ｓ３により、水平カウントスタート
値（Ｈｓｙｎｃから有効画素が始まる期間）、垂直ラインズタート値（Ｖｓｙｎｃから有
効ラインが始まる期間）、水平画素数、及び垂直ライン数を取得することで、表示デバイ
ス１６での表示期間のラスタースキャン走査をカウントする。
【００８０】
また、合成制御部３０は、マルチ画面制御部１０からの信号Ｓ３により、各画像のレイア
ウト情報を反映した、合成スタートアドレス（合成制御部３０の有効カウントの開始から
のオフセット値）と、水平画素数及び垂直ライン数（アドレス生成部３１～３３へセット
された情報）とを画面数分取得する。
そして、合成制御部３０は、上記取得情報と、合成制御部３０のカウント値とを比較した
結果、それらが一致した場合、データ線Ｓ５－ａ～ｃを介して、アドレス生成部３１～３
３の計数動作をキックする。
これにより、３種類のアドレス生成部３１～３３が独立にカウント動作をすることになる
。
【００８１】
上述のカウンタのリセットは、通常の場合Ｖｓｙｎｃ毎になされる。
【００８２】
アドレス生成部３１～３３のカウンタ出力は、そのまま読み出しアドレスとなり、データ
線Ｓ６－ａ～ｃから出力される。
【００８３】
本実施の形態では、画面構成に独立に異なる画像ソースを管理しているので、これらの画
像ソースの画像合成は、アドレス切替えにより行うことになる。
すなわち、アドレス選択部３５の切替制御によって、上記画像合成を実現する。この切替
制御は、合成制御部３０が、マルチ画面制御部１０からの信号Ｓ３により、レイアウト情
報と優先度情報に基づいた、合成切替えカウント数を取得し、そのカウント数と、合成制
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御部３０のカウンタの計数動作との比較一致を行い、アドレス切替信号Ｓ７を生成するこ
とでになされる。これにより、メモリ部１４からデータが読み出され、そのデータは、リ
ード／ライト制御信号Ｓ９に従って、データバッファ３６へ書き込まれる。また、データ
バッファ３６のデータは、リード／ライト制御信号Ｓ９に従って、データ選択部４０に対
して出力される。
【００８４】
合成制御部３０は、合成すべき画像がないと判断した場合、データ切替信号Ｓ８を、デー
タ選択部４０に対して出力する。
【００８５】
ステップＳ１０３：
上述したようなステップＳ１０２での初期化処理後、マルチ画面制御部１０は、表示デバ
イス１６の表示をイネーブルにする。
これにより、表示デバイス１６での画面表示状態は、例えば、図６に示すような状態（マ
ルチ画面合成の初期化時のイメージ）となる。
【００８６】
ステップＳ１０４：
マルチ画面制御部１０は、表示デバイス１６での初期化後の画面上から、ユーザからリモ
コン２３を用いて拡大縮小アクションがなされたか否かを判別する。
【００８７】
ステップＳ１０５：
ステップＳ１０４での判別の結果、拡大縮小アクションがなされた場合、マルチ画面制御
部１０は、表示デバイス１６での表示の拡大縮小変更処理を行う。この処理は、上記図３
に示したステップＳ２０３～Ｓ２０６（図中“▲１▼”で示すの区間のステップ）の処理
と同様の処理である。
その後、再びステップＳ１０４へと戻り、以降の処理ステップを繰り返し実行する。
【００８８】
ステップＳ１０６：
ステップＳ１０４での判別の結果、拡大縮小アクションがなされなかった場合、 マルチ
画面制御部１０は、表示デバイス１６での初期化後の画面上から、ユーザからリモコン２
３を用いて位置変更アクションがなされたか否かを判別する。
【００８９】
ステップＳ１０７：
ステップＳ１０６での判別の結果、位置変更アクションがなされた場合、マルチ画面制御
部１０は、表示デバイス１６での表示の位置変更処理を行う。この処理は、上記図３に示
したステップＳ２０３～Ｓ２０５（図中“▲２▼”で示すの区間のステップ）の処理と同
様の処理である。
その後、再びステップＳ１０６へと戻り、以降の処理ステップを繰り返し実行する。
【００９０】
ステップＳ１０８：
ステップＳ１０６での判別の結果、位置変更アクションがなされなかった場合、マルチ画
面制御部１０は、表示デバイス１６での初期化後の画面上から、ユーザからリモコン２３
を用いてマルチ画面補正アクションがなされたか否かを判別する。
【００９１】
ステップＳ１０９：
ステップＳ１０８での判別の結果、マルチ画面補正アクションがなされた場合、マルチ画
面制御部１０は、表示デバイス１６でのマルチ画面の補正処理を行う。
その後、再びステップＳ１０８へと戻り、以降の処理ステップを繰り返し実行する。
【００９２】
ステップＳ１１０：
ステップＳ１０８での判別の結果、マルチ画面補正アクションがなされなかった場合、マ
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ルチ画面制御部１０は、本システム１００の電源がオフされたか否かを判別する。
この判別の結果、電源オフでない場合には、再びステップＳ１０４へと戻り、以降の処理
ステップを繰り返し実行する。一方、電源オフの場合には、本処理終了となる。
【００９３】
＜画像表示システム１００でのマルチ画面とＧＵＩ画面のクロマキ合成方法＞
ここでは、本実施の形態での、２つの画像（動画）の画面（マルチ画面）と、ＧＵＩ画像
の画面（ＧＵＩ画面）とを合成する方法について説明する。
【００９４】
まず、本実施の形態では、マルチ画面とＧＵＩ画面の合成方法として、クロマキ合成方式
を用いている。この方式では、グラフィックアクセラレータ２１が、ＧＵＩ画面をメモリ
部１４に展開する際に、マルチ画面上にオーバーレイ表示するＧＵＩ画面以外の領域を、
特定のクロマキーカラーで塗りつぶす処理をも同時に行う。
例えば、上記図６に示したような画面では、図７に示すようなＧＵＩイメージ以外の領域
を、特定のクロマキーカラー（クロマキーデータ、以下、単に「キーカラー」とも言う）
で塗りつぶす。
【００９５】
上記クロマキーカラーは、マルチ画面制御部１０が、ＧＵＩ画面描画時にほとんど使用す
る可能性がないと判断した色（例えば、マゼンタ色等）を決定する。したがって、上記図
４に示したメモリ部１４において、ＧＵＩ画面用１画面の領域１４ｃには、ＧＵＩ画面デ
ータと、キーカラーのデータとが展開される。
【００９６】
この場合、上記図５に示した出力合成部１８は、メモリ部１４のＧＵＩ画面用１画面の領
域１４ｃ内のデータの読み込みを行い、そのデータにキーカラーのデータを認識した場合
、そのデータに対応する部分へ、マルチ画面の任意の画面（動画面）を選択して合成する
。
【００９７】
図８は、出力合成部１８での上記合成処理のタイミングを示したものである。上記図８に
おいて、“Ｔ１”は、メモリ１４のメモリアドレス生成のタイミングを示している。
また、同じ表示ラインのＧＵＩ画面のアドレスに続いて、選択動画面のアドレスを１サイ
クルとし、これを合成制御部３０の制御のもとで、上述したようにしてアドレス生成部３
１～３３及びアドレス選択部３５により繰り返し発生させている。
【００９８】
“Ｔ１”に示したメモリアドレス生成の周期によってメモリ部１４から読み出されたＧＵ
Ｉ画面データは、“Ｔ２”で示すタイミング（ＧＵＩ画面用１画面の領域１４ｃのデータ
読出タイミング）に従って、データバッファ３６へ書き込まれる。
【００９９】
また、選択動画面データについても同様に、“Ｔ３”で示すタイミング（動画用２画面分
の領域１４ａ及び１４ｂのデータ読出タイミング）に従って、データバッファ３６へ書き
込まれる。
【０１００】
尚、データバッファ３６は、ＧＵＩ画面と選択動画面を個々に記憶できるダブルバッファ
構成となっている。
【０１０１】
“Ｔ２”で示したタイミングでデータバッファ３６へ書き込まれたＧＵＩ画面データは、
合成制御部３０に対しても入力される。
【０１０２】
これにより、合成制御部３０は、上記ＧＵＩ画面データと、キーカラーレジスタ３９へ設
定されたキーカラーデータとを逐次比較し、それらの一致があれば、クロマキーヒットフ
ラグをセットし、そのフラグを、合成制御部３０内部のクロマキーフラクバッファへ書き
込む。
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【０１０３】
その後、合成制御部３０は、“Ｔａ”～“Ｔｄ”で示す（図中丸囲みで示す）タイミング
で、上記クロマキーフラクバッファ内のクロマキーヒットフラグを読み出し、そのフラグ
の内容がクロマキーヒットであれば、データバッファ３６から動画面データを読み出す。
また、クロマキーヒットでなければ（クロマキーミスヒット）、データバッファ３６から
ＧＵＩ画面データを、リード制御信号Ｓ９によって読み出す。
これにより、“Ｔ４”で示す合成データタイミングで、動画面とＧＵＩ画面を合成した画
面データ（クロマキ合成データ）が生成される。
【０１０４】
＜画像表示システム１００での最も特徴とする構成＞
ところで、上述したようなクロマキ合成方式は、ＣＰＵ（ここでは、マルチ画面制御部１
０等）が、キーカラーに当たらないようにＧＵＩ画面の色を管理できることが前提であり
、ＣＰＵの管理外のデータ（ＢＳディジタルのデータ放送から抽出した静止画データ、イ
ンターネットのイメージデータ、ディジタルカメラにより得られた自然画像データ等）が
ＧＵＩ画面に展開された場合、キーカラーにヒットする確率が上がることで意図した合成
結果が得られない可能性がある。
そこで、この問題を解決するために、本実施の形態では、ディジタルテレビジョンのデー
タ放送受信時のＧＵＩ画面の描画展開を、次のように構成する。
【０１０５】
図９は、本実施の形態での、ディジタルテレビジョンのデータ放送受信時のＧＵＩ画面の
描画展開を示したものである。
【０１０６】
ステップＳ３０１：
マルチ画面制御部１０は、データ復号部７で復号された付加情報（データ放送の複合後の
付加情報）を検知する。
このステップＳ３０１にて、付加情報が検知されない場合は、付加情報が検知されるまで
、待機状態となる。
【０１０７】
ステップＳ３０２：
ステップＳ３０１にて付加情報が検知されると、マルチ画面制御部１０は、その付加情報
の内容に基づき、画面レイアウト情報の認識を行う。
尚、データ復号部７で復号では、上述したように、ＭＨＥＧ－５やＨＴＭＬ、或いはＸＭ
Ｌ等のシナリオ記述言語で記述されたオブジェクトから、マルチメディア情報サービス提
供者のシナリオ（構造化されたコンテンツの属性（大きさや位置、画像の種別、符号化方
式））が得られているため、このシナリオを、マルチ画面制御部１０が解釈することで、
上記画面レイアウト情報の認識を行うことができる。
【０１０８】
ステップＳ３０３：
マルチ画面制御部１０は、ステップＳ３０２での画面レイアウト情報の認識の結果により
、ＧＵＩ画面とマルチ画面（動画画面）の合成（クロマキ合成）が必要であるか否かを判
別する。
【０１０９】
ステップＳ３０４：
ステップＳ３０３の判別の結果、クロマキ合成が必要でない場合、マルチ画面制御部１０
は、ステップＳ３０２での画面レイアウト情報に従って、グラフィックアクセレレーダ２
１に対して描画命令を発行することで、メモリ部１４へＧＵＩ画面を展開する。
【０１１０】
ステップＳ３０５：
ステップＳ３０３の判別の結果、クロマキ合成が必要である場合、例えば、例えば、マル
チメディア情報サービス提供者が、図１０に示すようなＧＵＩ画面とマルチ画面の合成画
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面５５を表示させようとする場合、マルチ画面制御部１０は、次のようなクロマキ処理を
実行する。
【０１１１】
図１１は、ステップＳ３０５でのクロマキ処理を示したものである。
【０１１２】
ステップＳ４０１：
マルチ画面制御部１０は、メモリ部１４のＧＵＩ画面用１画面の領域１４ｃへ展開するＧ
ＵＩ画面のオブジェクトの属性を識別する。このオブジェクトの属性とは、ＧＵＩ画面を
構成するオブジェクトの表示位置座標（始点及び終点）、テキスト情報、色管理情報、及
び動画／静止画等のソース属性等を意味する。
【０１１３】
ステップＳ４０２：
マルチ画面制御部１０は、ステップＳ４０１にて識別したオブジェクトの属性が、そのオ
ブジェクトの属性の全てが管理できる色で構成されるオブジェクトの属性であるか否か、
すなわち管理外の色を持たない属性であるか否かを判別する。
【０１１４】
ステップＳ４０５：
ステップＳ４０２での判別の結果、管理外の色を持たない属性である場合、マルチ画面制
御部１０は、マルチ画面をＧＵＩ画面にはめ込むために、上記図１０に示すように、ＧＵ
Ｉ画面５７において、マルチ画面（ビデオ合成画面）５６のビデオ領域（２つの動画が表
示される領域）５０ａ及び５０ｂの位置と同じ位置の領域へキーカラー５１を描画展開す
る。
【０１１５】
ステップＳ４０６：
そして、マルチ画面制御部１０は、ＧＵＩ画面の描画展開を行う。
【０１１６】
ステップＳ４０３：
一方、ステップＳ４０２での判別の結果、管理外の色を持つ属性である場合（オブジェク
トの全て管理できる色で構成されるオブジェクトの属性でない場合）、例えば、上記図１
０に示すように、ＧＵＩ画面５７において、自然画のような色管理外のオブジェクトデー
タ５２が含まれている場合、そのオブジェクトデータ５２が含まれている領域（自然画領
域）でのキーカラーヒットによるクロマキー合成ミスの不具合が起きないように、マルチ
画面制御部１０は、クロマキ合成をする矩形の領域（矩形マスク領域）の設定を行う。
具体的には、上記図１０では、矩形マスク領域として、クロマキー合成処理をしても問題
のない領域、すなわち自然画領域外の、始点５３及び終点５４により決定される矩形領域
５８に設定する。
【０１１７】
ステップＳ４０４：
そして、マルチ画面制御部１０は、ステップＳ４０３にて設定した矩形マスク領域５８の
始点５３及び終点５４の座標と、クロマキ合成方式（例えば、矩形マスク領域５８内をク
ロマキ合成する方式）とを、信号Ｓ３（上記図１参照）によって、出力合成部１８へ通知
する。
【０１１８】
尚、上述した矩形マスク領域の設定方法としては、例えば、自然画領域を矩形領域とし、
この領域以外を、クロマキ合成する矩形マスク領域として定義して、出力合成部１８へ通
知する方法を用いるようにしてもよい。
【０１１９】
ステップＳ４０４にて、出力合成部１８への通知が行われた後、上述したステップＳ４０
５及びＳ４０６を実行する。
但し、この場合、ステップＳ４０６でのＧＵＩ画面の描画展開は、自然画領域を主にＤＭ
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Ａ＜Ｄｉｒｅｃｔ Ｍｅｍｏｒｙ Ａｃｃｅｓｓ＞を用いたメモリヘ展開を行う。
【０１２０】
ステップＳ４０４にて、マルチ画面制御部１０からの通知を受けた出力合成部１８は、上
述した合成制御部３０により、指定された矩形マスク領域のみクロマキーデコードを行い
、その領域内でキーカラービットがあれば、クロマキーヒットフラグを立てる。
【０１２１】
上述のように、ディジタルテレビのデータ放送の受信時に、クロマキ合成が必要な場合、
ＧＵＩ画面上のオブジェクトの識別を行い、その結果、マルチ画面制御部１０が色管理で
きないオブジェクトが存在すると判断した場合、そのオブジェクトの存在する領域外の矩
形で定義される領域を、クロマキ合成する矩形マスク領域として扱うことにより、クロマ
キ合成ミスを防ぐことが可能となる。
【０１２２】
（第２の実施の形態）
第１の実施の形態では、クロマキ合成する領域として、１つの矩形領域を設定するように
したが、画面レイアウトによっては、１つの矩形領域では設定できない場合が生じる可能
性がある。
そこで、本実施の形態では、このような状況におけるクロマキ合成のための構成を、次の
ようにする。
【０１２３】
まず、本実施の形態では、例えば、図１２に示すように、４つの画像ソースから入力され
た画像（ビデオ０～ビデオ３）から構成されたマルチ画面６１と、２つの自然画領域６３
ａ及び６３ｂが存在するＧＵＩ画面６２とをクロマキ合成する。
【０１２４】
この場合のクロマキ合成処理は、例えば、図１３のフローチャートにより示される。
【０１２５】
ステップＳ５０１：
マルチ画面制御部１０は、矩形マスク領域の指定数（ｍ）の判断を行う。
例えば、上記図１２に示すように、マルチ画面６１上でのビデオ０～ビデオ３の領域に対
応する４つの領域６４ａ～６４ｃを、図１４に示すように、領域６４ａに対応する領域７
１と、領域６４ｂに対応する領域７１と、領域６４ｃ及び６４ｄに対応する領域７３との
３つの領域に振り分けるものとする。この状態は、３つの領域（矩形領域）７１～７３の
みに、クロマキ合成することを意味している。すなわち、矩形領域７１～７３は、矩形マ
スク領域として扱われることになる。
この場合、本ステップ５０１での指定数（ｍ）は“３”となる。
【０１２６】
ステップＳ５０２：
マルチ画面制御部１０は、ステップＳ５０１にて判断した指定数（ｍ）が、本システム１
００にてサポートしている矩形領域の最大指定数Ｎ以下であるか否かを判別する。ここで
は、矩形領域の最大指定数Ｎを、“２”とする。
尚、矩形領域の最大指定数Ｎは、矩形領域の水平垂直カウンタを増やすことにより、その
数分増やすことが可能であるが、コストの面から言うと、１～２程度とするのが好ましい
。
【０１２７】
ステップＳ５０３：
ステップＳ５０２の判別の結果、指定数（ｍ）が、矩形領域の最大指定数Ｎを超えている
場合、マルチ画面制御部１０は、矩形マスク領域の最適化処理を行う。
【０１２８】
具体的には、マルチ画面制御部１０は、指定数（ｍ）が、矩形領域の最大指定数Ｎを超え
ないように、上記図１４に示したような矩形マスク領域７１～７３を、再検討する。
例えば、図１５に示すように、自然画領域６３ａ及び６３ｂ（マルチ画面制御部１０が色
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管理できないオブジェクトが存在する領域）に対応する矩形領域８１及び８２の２つの領
域以外の領域を、クロマキ合成の対象の矩形マスク領域と定義する。これにより、指定数
（ｍ）を、最大指定数Ｎを超えないような設定に最適化することができる。
【０１２９】
ステップＳ５０４：
マルチ画面制御部１０は、ステップＳ５０３での最適化処理後の矩形マスク領域のマージ
が可能であるか否かを判別する。
【０１３０】
ステップＳ５０７：
ステップＳ５０４での判別の結果、矩形マスク領域のマージ可能である場合、マルチ画面
制御部１０は、マージ後の指定数（ｍ）を判断する。
ここでは、指定数（ｍ）は“２”となる。
その後、ステップＳ５０２へ戻り、以降の処理ステップを繰り返し実行する。
【０１３１】
尚、ステップで５０４の判別の結果、矩形マスク領域のマージ可能でない場合、ステップ
Ｓ５０６での処理（矩形マスク領域数削減処理）を実行した後、ステップＳ５０７へ進む
ことになるが、このステップＳ５０６での処理（矩形マスク領域数削減処理）についての
詳細は後述する。
【０１３２】
ステップＳ５０５：
ステップＳ５０２の判別の結果、指定数（ｍ）が、矩形領域の最大指定数Ｎを超えていな
い場合、マルチ画面制御部１０は、上述したように、クロマキ合成する矩形マスク領域の
始点及び終点、及びその合成方式（自然画領域外をクロマキ合成する矩形マスク領域とす
る方式等）と共に、指定数（ｍ）を、出力合成部１８へ通知する。
【０１３３】
上述のように、画面レイアウトと、本システム１００での矩形マスク領域の最大指定数Ｎ
に基づき、矩形マスク領域の指定数（ｍ）を最適化することで、より柔軟性の高い、低コ
ストな、マルチ画面とＧＵＩ画面を合成する装置或いはシステムを提供することができる
。
【０１３４】
（第３の実施の形態）
本実施の形態では、上述したステップで５０４の判別の結果、矩形マスク領域のマージ可
能でない場合、矩形マスク領域の最適化だけでは、その指定数（ｍ）を、最大指定数Ｎを
超えないような設定にすることが不可能であると判断された場合に実行される、ステップ
Ｓ５０６での処理（矩形マスク領域数削減処理）を、次のような処理とする。
【０１３５】
図１６は、矩形マスク領域数削減処理を示したものである。
【０１３６】
ステップＳ６０１：
マルチ画面制御部１０は、ステップＳ５０３での最適化の結果である矩形マスク領域が、
色管理外のオブジェクト（自然画等）が動画属性を持っているか否かを判別する。
【０１３７】
ステップＳ６０４：
ステップＳ６０１での判別の結果、動画属性を持っている場合、マルチ画面制御部１０は
、その動画属性を持っている矩形マスク領域を、クロマキ合成する対象となる矩形マスク
領域から除く。これは、クロマキ合成ミスによる表示上の不具合は、静止画に比べて動画
の方が目立たないことが、ある実験により分かっていることが大きな理由である。
その後、本処理終了となる。
【０１３８】
ステップＳ６０２：
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ステップＳ６０１での判別の結果、動画属性を持っていない場合、すなわち静止画である
場合、マルチ画面制御部１０は、その静止画である矩形マスク領域内での静止画オブジェ
クトの描画展開面積を算出する。
【０１３９】
ステップＳ６０３：
そして、マルチ画面制御部１０は、ステップＳ６０２にて算出した面積が最小である矩形
マスク領域を認識する。
この結果、ステップＳ６０２にて算出した面積が最小であると認識した矩形マスク領域に
ついては、上述したステップＳ６０４の処理を実行する。これは、静止画の中でも優先度
の一番低いものを、クロマキ合成する対象となる矩形マスク領域から除いた方が、クロマ
キ合成ミスによる表示上の不具合が目立たないことが、ある実験により分かっていること
が大きな理由である。
【０１４０】
上述のように、クロマキ合成ミスによる表示上の不具合がより少ないオブジェクトを、矩
形マスク領域の指定から除くことにより、指定数（ｍ）の削減を行って最適化を図ること
で、より柔軟性の高い、低コストな、マルチ画面とＧＵＩ画面を合成する装置或いはシス
テムを提供することができる。
【０１４１】
尚、本発明の目的は、第１～第３の実施の形態のホスト及び端末の機能を実現するソフト
ウェアのプログラムコードを記憶した記憶媒体を、システム或いは装置に供給し、そのシ
ステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログ
ラムコードを読みだして実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が第１～第３の実施の形態の
機能を実現することとなり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成す
ることとなる。
プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、ＲＯＭ、フロッピーディスク、ハ
ードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不
揮発性のメモリカード等を用いることができる。
また、コンピュータが読みだしたプログラムコードを実行することにより、第１～第３の
実施の形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コン
ピュータ上で稼動しているＯＳ等が実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって
第１～第３の実施の形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された拡張
機能ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれた
後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備
わるＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって第１～第３の実施
の形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１４２】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、グラフィックスアクセラレータを制御する手段（Ｃ
ＰＵ等のＧＵＩ生成制御手段）の管理外の色を有する画像を、表示用メモリへ展開する際
、その画像が、クロマキ合成処理時にキーカラーにヒットする確率が高い場合には、その
画像領域のクロマキ合成処理をマスクすることができるため、マルチ画面とＧＵＩ画面の
合成用のメモリ容量を低減させ、且つ、クロマキ合成処理の精度を向上することができる
。
これにより、ディジタル化により機能向上が望まれるユーザヘの利便性の向上と、コスト
的制約が厳しい家電製品という背反的な事象のトレードオフに対して、両者をバランス良
く実現する好適な装置或いはシステムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態において、本発明を適用した画像表示システムの構成を示すブ
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ロック図である。
【図２】上記画像表示システムでのマルチ画面表示動作を説明するためのフローチャート
である。
【図３】上記マルチ画面表示動作の表示の初期化処理を説明するためフローチャートであ
る。
【図４】上記画像表示システムのメモリ部のメモリアドレスマップを説明するための図で
ある。
【図５】上記画像表示システムの出力合成部の構成を示すブロック図である。
【図６】上記初期化処理時のマルチ画面とＧＵＩ画面の合成（クロマキ合成）結果を説明
するための図である。
【図７】上記クロマキ合成時の、上記ＧＵＩ画面でのクロマキーパターンを説明するため
の図である。
【図８】上記クロマキ合成のタイミングを説明するための図である。
【図９】上記画像表示システムにおいて、データ放送受信時のＧＵＩ画面の描画処理を説
明するためのフローチャートである。
【図１０】上記ＧＵＩ画面の描画処理のクロマキ処理を説明するための図である。
【図１１】上記クロマキ処理を説明するためのフローチャートである。
【図１２】第２の実施の形態において、矩形マスク領域の最適化が必要な場合のクロマキ
処理を説明するための図である。
【図１３】上記クロマキ処理を説明するためのフローチャートである。
【図１４】上記最適化前の矩形マスク領域を説明するための図である。
【図１５】上記最適化後の矩形マスク領域を説明するための図である。
【図１６】第３の実施の形態において、上記クロマキ処理での矩形マスク領域数削減処理
を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
１ａ　 ＤＴＶ受信フロントエンド部
１ｂ　 ＤＶＤ
２　　 チューナー部
３　　 復調部
４　　 多重化分離部
５　　 オーディオ復号部
６　　 画像復号部
７　　 データ復号部
８ａ，８ｂ　動画入力部
９ａ，９ｂ　解像度変換部
１０　 マルチ画面制御部
１１　 ＲＡＭ
１２　 バス調停部
１３　 メモリ制御部
１４　 メモリ部
１５　 出力変換部
１６　 表示デバイス
１７　 ＲＯＭ
１８　 出力合成部
１９　 リモコン制御部
２１　 グラフィックアクセラレータ
２２　 グラフィックバス
２３　 リモコン
２４　 モデム部
２５　 ＩＥＥＥ１３９４制御部
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２６　 ＰＣＭＣＩＡインタフェース
２７　 ＣＰＵバス
１００ 画像表示システム

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】



(22) JP 4541482 B2 2010.9.8

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G09G5/00-5/42


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

